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赤レンガの新しい建築工法
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　　　　　田中一一彦・伊藤要太郎

①柱になる所に鐡筋を立て，その廻りに赤レソ

ガをTD積みにし，コソクリートを流し二む・

②壁の都分亀おなじようにTD積みドし，ひつ

ようの．部分に・【ソクリーbを流L二む．

③椌の頭部で臥梁の配筋をして、コソクリートを打つ．

④壁に泌こんだ木レ・ガに造作を工反つけて蝋の室内にすることも．ごきる．

勧外観從來のレンカ造の家にくらぺ

て窓や出入口が非常に大きくとれている

　　★　表　紙　読　明　★
東京趾硲交叉黒1績に建築中の日活國際
魯館は地下と地上へ同時に工事が進めら
れてゆく（口糟2，3貞滲照）寓眞｝よ地上
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⑦　た面聾生状泥

し）沈下が徐々に

早くなつて急激な
破壊沈．ドに移り，

二11｝び安定する状況

を示す自記沈卜計

の記鎌

⑨　潜函部補強用

の假設）一フスに取

f脳ナt二ζ冒葺卜

（本文20呉蓼照）

⑩　潜函内の試験

室て什われている

：h質試瞼．1軸堅縮

試験の最巾てある

沈下後の建物の位置

沈下後の厄灰棒の位置

沈下前の厄灰棒の位置

実泪i」ざれた辻面
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イターのいろいろ

生研犬8チャネ几ユニット方式臓波寵鍬装置
同上plLen部分・手前の1本は時門軸用

生研式イソクライ9一心電計

生研式2チヒネ几用堵福器およひ記録セット
上一h方向加速度自記装置
イソクライター地仙…、i卜増幅器およひ葺Liax七・・t卜
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